
中学校英語科指導(動詞編)

従来行なわれてきた日本における英語科の指導は、あまりにも外国の学者の指導法、言いかえるな

らば、日本人以外の外国人が考えた英語を習うための方法を重視してきたように思われる。さらに端

的に言うならば、日本人独自が考えだした、日本人のための英語学習法というものが少ないように,思

われる。筆者の過去20年間の短い英語教師としての経験を通しても、このことが感じられる。

Oral Method、 pattern practice 、 Transformational Gran刃力ar と次々と新しい理論の

もとに英語教授法が変っていくたびに、時代におくれをとるまいと手あたり次第に関係書を読んでは、

自分の教授法に取り入れようと努力してきた。変形文法にいたっては、ついに筆者の貧知に及ばずあ

きらめてしまった。

筆者は日頃の指導経験を通して、日本人、しかも中学生の年代の生徒が英語学習を始めるのに最も

効果的な方法があるはずであると考え、自分の考えた指導法を「動詞の指導」として5年前にやはり

この紀要に発表させていただいた。先日突然、卒業生(現在大学4年)がやってきて、東京のアルバ

イト先の中学生に田辺方式で教えてやっ九ら効果万点でアルバイト料をぐんとはずんでもらったと話

して帰えっていった。とんだところで田辺メソツドが役立っているんだなと苦笑している。いまここ

にもう一度簡単に5年前の指導法と、現在の指導法について紹介させていただきたい。

はじめに

現在完了時制の指導とその形成的評価

筆者の考え出した教授法というのは、中学生の年令の生徒たちのものの考え方、母国語の能力を

フルに利用すべきであるということを根本的に考え、従来語学を学ぶ根本的な考え方が幼児が言葉を

習う原理を重視しているのとまっこうから相反するものである。

まず一年生の筆者の第一時間目の授業は力ード並べから始まる。以下手順を下記のような方法でや

つていくとき5つの文は一番おそい生徒でも完全にマスターしたことを記憶している。

(第1の手順) 5枚の力ードの裏に自分の好きな動詞を書かせる。次に表にその英語をカタカナで書

かせる。(その英語の表現法は机間順視をしながら筆者が教える)大体力

裏食べる
ドを書き終えたところで、表の力ードを読ませ、それが「~しなさい"

という命令形であることを理解させ、しばらく5枚の力ードを交互に言わ

せる。「イート」だけでは何を食べるかわからないので、自分の好きな食表イート

べものをあとにつけて言わせると、「イートアヅプル」、「イートバ

ナナ」、「イートエッグ」としばらくは教室は蜂の巣をっついたようである。

田 辺裕弼
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(第2の手1慎)こんどは二枚の力ードに左のように書かせる。そして第 1の力ードの前に、次の力ー

ドを置いて読ませる。そして今度はそうすれば、「~が~をする。」という意

裏私(あなた) 味になるというルールを教える。1順番にさきほどの五枚の力ードと、今作っ

た力ードとの組合わせで発表させる。しばらくの間は2・3の生徒が、「あ

なたは食べなさい」というさきほどの練習との混同が残るが、間もなく完全
表アイ(ユー)

に定着するようである。

(第3の手j順)こんどはアイ・イート、ユー・イートが定着しナこところで、第3番目に作った力ー

ドを一番左端に置くと「~するか」という疑問文になることを教える。「ド

ー~するか? ウ・ユー・イート?」と言わせるのはそう困難なことではない。

「イート」、「ユー・イート」、「ドゥ・ユー・イート」と何回も言わせ完、

全にルールが定着するのに15分~20分もあれば十分である。表ドウ

こ＼までに生徒の作った英文は250以上の意味の異なっ九文であった。

この事実を生徒に教えたときの生徒のおどろきとよろこびをいまでもよくおぽえている。この方法

が如何に効果的であるかも強調し、家庭での練習をすすめ、さらに自主的に力ードをふやして個人の

練習をすすめた。するとある日、ある生徒は50余枚の動詞力ードを作り、得意気に私の前で並べて

みせたりしたものである。

以下、もっとくわしくその後の発展を述べたいが、今回はこのことが主題ではないので4枚目、 5

枚目の力ードは省略する。さて、このようにあるルールに従った力ード学習により、なるほどある点

までは非常に効果的に進んでいった。しかし完了時制、受動態のところで思わぬ壁にぶつかった。

受動態については形はなるほど正しいが、受動態にできないものまでも機械的に受動態にする誤答

がみられた。例えば Iwas sat by a teacher.(私は先生に坐わらせられたという意味で用いて

いる)のような文がよくみられた。完了形については日本語のなかに英語ほど明確な時制の表現がな

いために生ずる誤答が多くみられ光。いまこれらのことを実際にどういう指導過程の結果生れたもの

かを、完了形に焦点をしぽって考察していきたい。まだ完了形は指導の中途であり、三年になれば新

教科書によりもう一度学習することでもあるので、中間形成評価として発表し、先輩諸氏の御指導を

九まわり、今後の指導に役立てたい。さ、やかな実践記録にすぎず、研究紀要に載せるに足る内容が

あるかはなはだ疑問ではあるが、先輩諸氏の御一読を切に願うものである。
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1.完了形の指導過程

ア)カード指導

今回の改訂によって完了時制は三年に移行されナこわけであるが、何年で学習しようとも、この時制

の理解は日本人にとって最大の困難点のーつではないかと、思われる。なるほど動作の完了を表現する

完了用法は比較的理解が容易であるが、経験用法、継続用法となると過去時制との関係と複雑に交錯

して理解が困難である。そこで筆者が試みた方法は、あらかじめ日本語で説明し、日本語の表現の中

で完了形を用いる代表的な用法を日本語で考えさせナこ。そこで例の力ード法により、まず最初に次の

三枚の力ードを作らせた。



①

ちょうど

~し終ったところです

表 have十just+過ヨ汾詞

①の用法についての簡単な使い方を説明し光後で、生徒各自にあらかじめ二年当初から持たせてあ

る動詞の活用表を用いて、自分の好きな文を5つ作らせた。 1havejustfinished~という文が

一番多く、続いて lhave read the book.1have eaten~. 1 have written~. 1have stud-

ied ~. 1 havewashed~.1 have watched TV.の文が多くみられた。.

同じ方法で②,③の力ードを使って、簡単な説明の後で文をそれぞれ五つずつ作らせた。②の文の

最も多いまちがいで、しかも最も多い例文は lhave gone to~.という文であった。もちろんその

時点ではその誤答については何もふれず、どんどん自由な文を作らせ九。

(3)の用法では、 1 have lived in~. 1 have studied English for ~.という例文がもっとも多

く決定的に用法のまち力丸、はみられなかった。

イ) LL指導

くのいくまで理解させたあとで、 LL上記の力ードによる練習により、自分にある程度までなっと

教室で Youhave~. 1・1ave you~? Yes,1 have I havent ~NO ,1 haven t

Na he (she) wasn't. He (He 6he) has~.11as he 金h目~? Yes, he (she) has

そのあとで簡単な例文を何もみないSh目 hasn't~.という完了形の基礎的運用の練習をさせた。

で作らせた。

ウ)教科書の例文指導

いままでは試行錯誤の中での練習ばかりであったので、こ＼で文字を通してはっきり、その使い方、

意味をつかませるために、教科書に出てくる完了形の文をノートにぬき書きをさせ、それらの文章を

訳させ、教師の説明で自分のまちがったところを赤で訂正させることにより、意味理解の定着をはか

つた。特に16課の完了形の用法は何故完了形を用いなければならないのか、理解が困難な文もあっ

たが、生徒の理解度は80%以上であっ九。

エ) 3 - sentence - story指導

本校では教科書に実際に学習する以前に、 LLにより音声指導と基本的な使い方を練習させたあと

で、日常のスピーチの中でできるだけ新文型を用いて、自分の身のまわりのことを発表させる活動を

長年とり入れて、その活動の中で新文型の使い方を自分のものにして行く方法をとっている。

過去数年間は一貫してこの指導を続け、研究発表会でも、その方法と実践について紹介してきナこ。

この方法の利点は、ペーパーテストではみられない生徒の困難点が観察チェックにより、可能である

ということも過去の研究発表会で何回も発表してきた。しかしこの方法の欠点は、一時間にごく限ら

れた生徒のチェックしかできず、全員のチェヅクまではかなりの時間を必要とする。そこで筆者は、

「3-sentence-story」と名ずけて、生徒に新しい基本文型を必らず使って三っの文章でーつの物
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⑧
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語を作らせる。しかもそれはフィクシ,ンではなく実話を書かせる。これはあらかじめ家庭学習とし

て与えるのではなく、授業の始めに5分間をとって、「完了形の完了用法を使って3-sentence-

Storyを作りなさい」とだけ教師が言えば生徒は三っの文を使ってーつの物語を作るよう約束ができ

ているので3~5分の中に書きあげるので、すぐ提出させ元あとで、数名の者に書いた内容でもよい

し、別の内容でもよいので話しをさせる。その間いちじるしい音声の間違い、語法の間違いを指導す

る。集めた用紙は必らずその日の中に本人に返却するようにしている。採点の約束も生徒に公表して

あるので、それに従ってABCDの四段階で評価する。評価規準は次の通りである。

A・一新文型の使い方も正しく話もまとまっている。

B-・新文型の使い方は正しいが、話しのまとまりがないか、他の二つの文の中でーつでも文法的なあ

やまりがある。

C・一他の二つの文は正しいが、新文型の使い方が間違っている。また二つ以上の文法的間違いがある。

D-・無答、またわ内容の判読がいちじるしく困難

なれてくれば、これらの採点は1クラスについて 10分~15分でできる。もちろん毎時間こうい

う作業をするのでなく、週に一回ぐらいの割合で実施している。以上のような活動を3-sentence

Storyと呼んでいる。もちろんこの活動を完了形にっいても実施したので、その結果については後

の項で詳述したい。

2.評価とその考察

さきに記述した指導過程により昨年の10月下旬から、今年の 1月下旬にいたるまでの約3ケ月間

の指導を行なってきた。もちろん完了形の指導がこれで終ったというのではない。現在もまだ指導の

途中であるが、過去3ケ月間の指導の中で形成評価としての評価を三回行なったので、それらの評価

問題、時期、方法について記述し、それらの結果について考察を試みたい。

ア)英作文問題による評価と考察

現在の二年生は一年生の二学期から本校自作の「中学校英語総復習」という英作文問題集を各自が

持っている。この問題集の構成は、基礎編(1)(1年の復習 1番~176番、 2年の復習 177番~2

7 5番、 3年の復習 2 7 6番~3 2 3番)、基礎編②(3 2 4番~7 13丞)、応用編①(7 14 番

~ 9 6 7番)、応用編②(9 6 3番~ 111 3番)、応用編⑧(111 6番~ 1 2 2 0番)からなっ

ている。完了形に関しては、基礎編(1)の 25 9番~2 7 5番の 17問と、基礎編(2)の54 0番~5 5

3番の 14問、応用編住)フ7 3番~7 86番の 14問、 83 1番~83 7番の7問、応用編②、③の

中にばらばらに10問計55問ある。その中で生徒の大部分がパスした540番~553番の14問

について調査したのでそれについて記述したい。この問題集の使い方は主に家庭学習として、ある生

徒は予習として、またある生徒は復習として利用している。あらかじめ大きな期限を決めて、 17フ

番~275番は 11月末まで、 324番~569番は二学期末までというふうにして、教科書の各単

元の終了時より二週間ずらしてデッドラインを決め、生徒に毎週一回ノートを提出させ、まちがっ九
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所でストップをし、またそこを自分で考えたり、教師の指導を受けて訂正し、ストップをかけられた

以後の問題について、また一週間先に提出をして指導を受ける。毎回 100~150名の生徒がノ

トを提出する。土曜日提出させ月曜日に返却するようにしている。 12月20日〆切の54 0~55

3の完了形について、 Aクラスの実態は次のようであっナこ。

O Aクラス男子23名女子2 1名計4 4名

ト提出者全員44名(たゞし、まだ540番まで合格していない生徒が4名いるので調査0/

の対称者は男子2 1名、女子 19名の4 0名)

0英語問題 正答率

ノノ

Omanyはないが完了形の形は正しい。

Ot0がないが完了形の形は正しい。

OtimeSがないが完了形の形は正しい。

Ot0がいらないが完了形の形は正しい。

正答の中にH飢勘 often have you

been to the cityが多くみられナ、

了型

私たちはちょうど夕食を食べ終ったところです。540.

きみはもう朝食をすませましたか。いいえ、まだです。541.

私はまだ昼食を食べていません。542.

私は三回ロンドンに行ったことがあります。543

あなたは何回そa苅を訪れたことがあります力、数回あります。544.

私はヨーロッバヘ一度も行ったことがない。545.

彼は昨日からずっと病気です。546.

彼はいつからずっと病気ですか。先週からです。547.

彼は昨日からずっと病気ではありません。548

冬がきた。549

彼はもう来ていますか、いいえまだです。550.

彼はまだ来ていません。551.

552.どこえ行ってきたところですか。郵便局です。

彼とはもうどれくらしγつき合っています力、 10年以上です。553

問題番号

47

540

(問題別誤答伊D

正答

541

問題番号

542

39

540

543

39

541

544

40

We have just finished eat supper.

1ねVe you finished eat supper yet?Pp y

HコW many times have you visited to the city?

誤答伊K^線の箇所が誤答)

544

正答率

545

40

546

97.5

34

0

547

97.5

40

0

100

548

37

6

1わWtimes have you been to the city?

Ibw many times have youbeen the C北y?

H飢V many have you been the city?

100

549

31

0

550

85

40

3

察

100

551

38

9

I have been to there several times

552

92.5

37

0

553

フフ.5

37

2

100

3

33

^

95

24

3

92.5

7

0完了形の形は正しい。

(同一人である)0 ノノ

92.5

16

考

82.5

0

誤效

66.6

完



546 Hewas been sick since yesterday.

1セ always has sick from yesterday.

He had been stck since yesterday.

547 Ⅷlen has he been sick?(4 名)

Since吋lenhas he been sick?( 4 名)

工入lhen has he been sick since?

Winter has came (2 名)

Has he came yet?(2名)

Has he already came?

He hasd't came yet ( 3 名)

訊乍ere have you gone?( 3 名)

訊乍en have you been?

I have to the post office

549

550

551

OyesterdayにっられてhaS とWaSの混

同がみられナ4 0ずっとという言葉力、ら

a1沌ySを用いている。 o sinceと fro

の使い方力司聖解されていない。

O yesterdayにつられて、工松Sがhadに

なった4功＼過去完了についての自学自

習との混同か。

0 いつからという日本語にとらわれて

Whenを用いた些徒が多くみられナこ。

552

553 HσW long have you.Tlet hml?

HσW longhave you seenhim?

How longhave youkepthim?

How longhaveyoubeenkn御nhim?

HσN longhave you companywithhim?

How long have you been associtteMth him?

Hσ、N longhave you been friend?

For than ten years.

More tenyears.

More than for ten years.

0過去分詞の過去形の混同がみられる。

0過去分詞の過去形の混同がみられる。

O alreadyの使い方とっづりがちがう。

0過去分詞と過去形の混同がみられる。

O goneとbeenの使い分けが理解され

ていない。

0答だからbeenを省略してよいと考え

ている。

0完了形の形はあっているが、「どのく

らいつき合っているか」という日本語

に対する英語の表現が理解されていな

全体的に完了形の形は正しいが、日本語にとらわれて、英語の表現が困難である。これは筆者の力

ド法による日本語から導入していった欠点であろう。もっと、もっと英語の基礎的な表現を音声を

通じて理解させていく必要がある。これを反省材料として今後の指導に役立てていきたい。

イ)標準テストによる評価と考察

さきの評価が生徒の自習による理解度をみ允のであるが、こんどは標準的テストによって生徒の完

了形に対する理解度を調査した。
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0 「10年以上」という表現のしかたか

理解されていない。



調査月日

調査対象

調査問題

團

昭和56年1月13日

Aクラス(在籍4 4名欠席3名 4 1名)

(市販のテストを組合せて作製したもの)

次の①~④の現在完了の用法と同じ用法の文を下の①

~④から選んで、番号で答えなさい。

I have just been to the store

She has never been to Europe.

1鴉 has studiedEngHsh for t11ree vears

I have lost my dictionary.

(1) we havetゞt had breakfast yet.

(2) Father has gone towork

(3) Howoften have you visitedKyoto?

(4) H卿 10ng have youkn側rlher?

次の各組の文の内容が同じになるように、()内

に1語ずつ書きなさい。

⑤

H
Tom began to study t叩 h01Ⅱ's ago.1企 is sti11Studying

Tom ()()()加ohours.

do not have it nσW.
③

m watch.

Ihis is the n'jost beautiful pict1荘'e that l ve ever seen .

1()()() suchabeautifulpicture.

問顕

③

正口 誤依

①

無口

②

35

②^⑦、^④をそれぞれ日本語になおしなさい。

③

正答率

33

5

I haven t seen you since last Monday.

誤答分析

問題團について

①の完了用法を②の結果用法と間違えたもの3名

⑧の経験用法と間違えたもの2名

④の継続用法と間違えたもの0名

1名無答

②の経験用法を①の完了用法と間違えたもの2名

②の結果用法と問違えたもの3名

④の継続用法と間違えたもの2名

無答 1名

④

38

7

⑤

34

2

85.3

①

6

80.4

②

22

92.6

③

17

19

82.9

④

19

31

2

②

27

5

3

53.6

⑦

7

5

46.3

@

33

7

75.6

I ve never got out of sanFrancisco

35

5

65.8

3

3

3

80.4

察考

0結果用法は未習のため理解が困難で

あった。

85.3
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0結果用法はやはり理解されていなか

ーコ、-0

①
②
③
④

nrhtnS

(

氏0Ttt

)(

1

)
① 氏
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③の継続用法を

④の結果用法を

①の完了用法と間違えたもの0名

②の結果用法と間違えたもの0名

③の経験用法と間違え九もの3名

①の完了用法と間違えたもの3名

⑧の経験用法と間違えたもの3名

④の継続用法と間違えたもの0名

1名無答

問題頂]について

12名①の正解has goneを has been

1名have gone

1名have been

1名had gone

1名had been

1名has go

2名無答

②の正解has st口died forをhas studying for

has studied since

has stadyed for

has ever studied

has been stndied

その他つづりのまち力丸、

無答

③の正解have lostをhad lost

haven t have

hasn t lost

have loest

haveのみ

無答

④の正解have neverseen

O t11ree yearSの 3 という数と、 oft印

という回数のイメージの混同がみら

れた。

0結果用法未習であるが他の用法が理

解されているために、割合に誤答が

少なかった。

O has gone とhas been の使い分け

は未習のため誤答が特に目立って多

かった。

3名

2名

1名

1名

1名

11名

3名

1名

1名

1名

1名

1名

5名

をhave everseen

have never seen

have ever most

無答

0継続用法がまだ十分に理解されてい

ナよい

問題②の⑦、@について

⑦にっいてSincelastMonday をこの前の月曜日、先週の月曜日みたと書いたものが5名

@)については、 1度もサンフランシスコへ行ったことがないと書いたものが3名

無答がそれぞれ3名だった。

このテストを通じて完了形の結果用法の理解が不十分であること、 hasgone とhasbeen のちが

いが理解されていないことが分った。今後これらの生徒の困難点の解消にこの形成的評価を十分に生

かしていきナこい。

ウ) 3 -sentence-stow'による評価と考察

いままでの評価は与えられた問題に対する生徒の反応、すなわちごく限られた範囲での生徒の完了

0結果用法未習のために誤答、無答が

比較的に多かった。

5名

1名

1名

7名

0 1've everseen につられ間違った

ものが多くみられた。
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形の理解をみてきたが、こんどは自由に生徒が作る話題の中で完了形をどのように使ってぃるかみて

いきナこい。

調査月日

調査対象

調査方法

12月中旬

2年全員(抽出生徒評価A I0名評価B I0名評価C I0名)

(期末テストに、完了形の完了法、経験用法、継続用法を用いて 3 -sentence-

Stolyを作らせたもの)

1)経験用法

(評価A)

3

小 111ave been tocanada

It'S ヨνery beautlful counlry

助t canada lsn't as Rood as Japan

2 My hobby ls to study about S仏rs

εわ l ha、,e lmTly books about lhem

I have read theπl many umes

3 I have ne、,er seen a splT北

But l bebeve there are splt北S m thlS肌orld

1 別ant to Ro t0 小e 1順)11d ol splrlts

(評価B)

4

11ave you evcr bcen t0日11me ?

1011me ls my pareηt'5 COUTltry

1 岫tlt you R010日Ⅱme

[)) You krlo.、, MI'. TaΠ且bこ?

1+a has been to EnR1且Πd m且Πy tlmes

f;0 1 1hlnk he knaNS EnRland very、、EU

2 1 have seeTlpandas only oncc

T11ey '町ere verv ptettY

1玉lt lhoy 砧'ero dled

6、 Mr.0+1has made a gre3いVorld record

But he reれNd He、ⅦS lhe gTe3test b2Seba11

Playerof 小e、、ロ「1d.1 1h1Πk

3 I have becn ι0 πly undes housc once

111S house ls blRRer 11ιan my house

1、、anl to hvc a b1宮 house

(評価C)

2)継続用法

(評価A)

4

」ト1avc bce" t01勺,oto t、、o years ago

Kyoto has TT1丑Πy Rood places

I tluflk oTle o「 them ls NTlkaku」1

I have been lo shuhodo

1 剖ヨηt to thore laS1肌lnler

I had a Rood t1訂le lhen

1

2

I h且νe a pon fl'1Cnd

She s0オ1etlme$ sends ,ne a lctter

I sa】d . 1 havc beefl t01セ、、ヨ1."

Rea11y? 1t's rea11y l havc 、忙Πt

t0 卜1ヨ、、ヨ1 1ΠTott0Π

I have ηOvct taken so had marks mEng11Sh 6

befoTe .&1t 1 ヨ1、Ⅷys have bad makks . Becausc

m)' En交11Sh teacher lS 入IT 'ranabe end 又N'es

Usdlfflcult tesls

I haven't seen her lot a loTlg tlT"e

3、 My house ls neaT 卜ぬkauml

I have faⅡen m 卜ねkauml many 11me

トねkaum1 1S beaU11ful and terrlble

I have been busy sl"ce the beglnn1Πg of t111S

、veek Because l had lo study for thls f1Π01

teSι. Arld l、、3Dled lo make a stcrco aTnp

3

'1

】 haYe been mleresled m bascba11

I TlevcT havo bee『110Tokyo

Tok},0 、vas vcn, mterestlr収

I want ιO R0 ιOTokyo aRa1Π

A!1d 1 11ke (治「D be吼

圦乍at team do yo0 11ke bcsl, Mr Tanabcl

(評価B)

I aTn boTTI】n sakae M1Πalo

111eTI! relu「ned to H0Π」o soon ancr t卜lat

I ha、,e lN'cd 1Π"OTljo for !o ycarg

I have never bcct1ιOTokyo

IwaT1ιChed a Mt. FU」1 1、、as

弐ⅡTつΠSed to see 11

I have 11Ved m jaDa11for 11 }'car气

Thls countTV 玲、,crv beautlful

I am 、 C"' happ} to bc th玲 Counlry

3 1 11Vcd m Matsuc sjncc l、ves borつ

So l kno、、 ebout 入4atsue veTy much

BU1 1 ha、c nc、'er beeTl to B11keyashlkj

I haYc g111d】od 引nce lhls mor"1Πq

Becausc 】1 has lhe ιe气ι 10r"コrro、、

(評価C)

HO、、】or】又 inuS1 1 STudy ιoda}'?

I ha、'e 、、alchcd telescon,:弘) mlT1Ⅱle5

I want to 、vatch lhe moo"日Πd the satutn

BU1 1 Could τ10t see the saturn
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It ls ,ny faιhcr'S

Ho h小 C uscd lt for 13 ycars
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Hlave sludlcd Er壌11Sh for 2 year弐

1 11kC 11 YC『y mjch and l、、,anL to speak lt

、veⅡ. RocausC 1 訊,ant t0 又o to A竹10rlc090mo day

I ha、,c hYed m lulatsue 引nce l was born

入ι且ISI】e ls a famoU9 Ca气tlo t{真、"

Aιヨny pcoplc usH I[ C、 cry yea『

3)完了用法

(評価A)

4 I havc used mv desk fot lo vcars

It'S ヨ又ood desk

It don t break yct

I Mr Tnother Ra、c mo a book leSι yeヨ丁

111e book ls chr】stm,s car01

I ha、'e not rcad 11 yct

I have kτ10、UTl hjm slnce 1973

、、号len he waS 7 yoats old he 、、'ascry baby

Bul he ls stror壌 boy now

! havc alrcadv used a qtovc

1【 1S DccenlM『ΠOW

1い、1U bC臭1ΠιO snow sooTI

3 J h且νe alroady、、Tltten the "e、v year'弐 Cards

1玉lt 巾y fneflds }1eve not 町ltten thcrn yeι

I am afrald ιhey 、V0ΠいⅥコte thcm lo me

4 Iwas born m Matsue

But l hved 】Π 1'1日πlada slx years old

1 11Ved m l/1atsue slnce lg16

I chnstmas hasn t come yet

I waflt to come 】ι fast

(評価B)

I The ne、u year 肌7Ⅱ CO-11e soon

I aTn Romg to se"d 50 Tle、、')'ear 's cards thls

year But l h2VΠい゛Ⅱen themyet

1 11ke lt ve丁y much

I have been cold S1ΠCe last week

Becaus 】aSい、,eek was very cold

But today ls warmer ιhヨη last year

2、 1 have a lot of books

5 Thls Et】g11Sh test has 」ⅡSt startod

1、uant lo Rel a Rood πlaTk m th】s test

So l a-11 Wntltlg ver}' hal'd

I ha、,o alrca(;v read half of them

Nter thc lest.1 am RolnR lo haYe thcr" aRam

3, TheTe are S11Ⅱ moro lha『13 、vecks be!ore

ShogaιSU Bjt my slste『 has alTeady 、、マ1ttcn ne、、

yeヨ丁'弐 Cnrds.1 em golT1又、、Y11e ι1硬巾 after a fe、u days

考察

以上生徒の作品をみると完了形を用いてかなりゆたかな内容について表現が可能であることが分る。

クラスによって多少差はあるが、評価Aをもらっナこもの 10~ 15名、 Bをもらったもの7~ 10名、

Cが20名前後、 D 2~5名、普通のぺーバーテストでは先に示したように、正答率は75%である

のに対してCの評価が50%前後におちこむのはやはり、完了形の理解不十分ということが第一にあ

げられるが、それにもまして大きな原因は評価Cの作品の多くにみられるように、完了時制という表

現が日本語にないために起るものであると考える。このことはやはりこうした生徒の話題の中で使わ

れる表現をチェックすることによってのみ可能であり、標準テスト等ではチェックが不可能なことで

ある。

いずれにせよ今回の調査で明らかになったことは、 have 十過去分詞は完了形であり、継続、完了、

経験、結果の用法があることは頭では理解しているが、自然な運用となると前途ほど達しの感がある。

より確実な基礎の定着、よりゅたかな運用への基礎づくりとしてこの形成的評価を十分に生かし今後

の指導に役立てたいと、思う。

1

(評価C)

4

111ヨνn't have a watch yeι

1 、vant 1ι

BUι my parents does、t buy 11

【 d0Πι hke to ,nake 3 - setltence storles

But l had to meke ιhem 111ave justwntten

Onlyone 3 Senterlce -story

S l have just startcd 小Is test

1111S ls e dlfficult

1、ⅥⅡ not Rood marks

Som'?umeS 巾y slsler 1皿Vn't doM herlK覧『旧リめTk

m ιhc eveT11nR But she al、veys reed comle

books .1 thlnk shc ls fo011Sh

了 I heve Tun ve乃' 10ng 訊,av last month

I rUη Verv hard from lhe Sιarl t0 ιhe

Roal. so l gave a Rood record

4 11as she ealen breakfast yesterday?

I th1Πk she hasn t eateTl bre3kfast

Because she 、vas sleeplng

5〕 1 have JUSい、Tltten theEnE11Sh test

I was very busy

Next test i$ muslc
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